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朝もやが残る中、宮川周辺の 

水草刈りやゴミ拾い作業を実施 

高澤様ご自宅裏での大規模な 

井戸掘り作業を行った       

先
人
た
ち
が
築
い
て
き
た
塩
川
町
の
豊

か
な
農
地
や
湧
水
な
ど
は
、
安
全
で
安
心

な
食
料
生
産
を
支
え
る
生
産
基
盤
と
し
て

の
役
割
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の
景

観
形
成
、
水
資
源
貯
留
、
生
態
系
の
保
全

な
ど
多
面
的
多
様
性
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
地
域
の
大
切
な
資
源
で
す
。
こ
の
資
源

を
守
り
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
使
命
と
し
て
、
平
成
二
十
七
年
に
「
塩

川
町
の
豊
か
な
地
域
資
源
を
守
る
会
」
を

発
足
し
、
五
カ
年
計
画
で
基
盤
と
な
る
農

地
・
水
・
環
境
の
保
全
と
質
的
向
上
に
関

わ
る
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。 

こ
の
水
資
源
の
貯
留
や
地
域
資
源
の
質

的
向
上
に
関
す
る
事
業
計
画
に
沿
っ
て
、

十
一
月
八
日
に
会
員
の
皆
さ
ん
を
中
心
に

参
加
し
、
渇
水
水
源
復
活
の
た
め
の
井
戸

掘
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

当
日
の
作
業
で
は
、
大
掛
か
り
な
作
業

を
行
い
ま
し
た
が
水
源
ま
で
に
は
至
ら
な

か
っ
た
た
め
、
今
後
改
め
て
再
度
作
業
を

行
い
ま
す
。
塩
川
の
自
然
資
源
を
守
る
た

め
、
多
く
の
区
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

十

一

月

二
十
五
日
の

朝
、
日
野
小

学
校
南
側
の

休
耕
地
に
お

い
て
、「
塩
川

町
の
豊
か
な

地
域
資
源
を

守
る
会
」
の

会
員
の
皆
さ

ん
を
中
心
に

約
十
名
で
レ

ン
ゲ
ソ
ウ
の

種
ま
き
を
行

い
ま
し
た
。

（
＝
写
真
） 

景
観
形
成
事
業
の
一
環
と
し
て
今
回
実

施
し
た
、
こ
の
北
信
五
岳
が
一
望
で
き
る

畑
で
は
、
一
面
に
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
の
種
を
ま

い
た
ほ
か
、
道
沿
い
に
は
パ
ン
ジ
ー
や
ビ

オ
ラ
の
苗
や
、
青
い
花
を
咲
か
せ
る
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
の
球
根
も
植
え
ま
し
た
。 

来
年
の
春
に
は
、
こ
の
畑
一
面
に
花
が

咲
き
ほ
こ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
、

ど
う
ぞ
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。 

日
頃
、
地
域
の
中
で
定
期
的
に
行
っ
て

い
る
農
地
・
農
業
用
水
等
の
保
全
管
理
の

た
め
の
共
同
活
動
で
も
あ
り
、
須
坂
市
一

斉
清
掃
の
一
環
と
し
て
、
十
一
月
十
日
に

富
士
通
グ
ラ
ウ
ン
ド
横
の
宮
川
の
清
掃
を
、

区
役
員
で
行
い
ま
し
た
。
十
一
月
の
肌
寒

い
朝
で
し
た
が
、
宮
川
の
水
は
澄
み
、
魚

の
姿
も
見
え
、
秋
風
を
肌
に
感
じ
な
が
ら
、

田
園
風
景
の
も
と
で
河
川
内
、
河
川
側
道

の
ゴ
ミ
収
集
を
行
い
ま
し
た
。 

宮
川
で
は
昔
も
今
も
子
ど
も
達
が
魚
釣

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
作
業
で
あ

ら
た
め
て
川
も
き
れ
い
に
な
り
、
今
後
も

末
永
く
自
然
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。 

十
月
二
十
七
日
午
後
七
時
よ
り
、
公
会

堂
大
広
間
に
て
、
墨
坂
中
学
校 

竹
内
先

生
と
須
坂
市
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
山
岸
周

一
さ
ん
を
講
師
に
、
区
民
の
皆
さ
ん
約
六

十
名
が
参
加
し
、
本
年
度
の
第
二
回
人
権

問
題
学
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

講
演
前
に
須
坂
市
議
会
事
務
局
長
の
加

藤
さ
ん
か
ら
、
学
習
会
を
継
続
し
て
き
て

一
定
の
成
果
が
出
て
い
る
反
面
、
今
年
、

市
役
所
に
は
身
元
調
査
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
を
は
じ
め
、
差
別
事
象
が
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

次
に
、
墨
坂
中
学
校
で
行
な
っ
て
い
る

学
校
人
権
教
育
の
実
施
状
況
を
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。
中
学
校
で
は
六
月
と
十
一

月
に
学
習
会
を
行
な
っ
て
い
て
、
部
落
差

別
に
対
す
る
学
習
の
ほ
か
、
ク
ラ
ス
内
の

身
近
な
人
権
に
つ
い
て
見
つ
め
直
す
学
習

会
を
行
い
、
人
権
に
対
す
る
意
識
の
醸
成

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

二
つ
目
の
講
演
で
は
、
結
婚
差
別
を
の

り
こ
え
た
若
者
が
実
際
に
映
像
出
演
し
て

い
る
「
夫
婦
で
差
別
と
闘
い
ま
す 

結
婚

問
題
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
ま
し
た
。
結
婚

に
際
し
て
職
場
や
家
族
、
周
り
の
人
々
と

関
わ
る
中
で
の
差
別
へ
の
対
応
を
、
自
ら

生
の
声
で
語
り
、
差
別
解
消
に
取
り
組
ん

で
い
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
映
像
で
し
た
。 

視
聴
後
山
岸
さ
ん
か
ら
は
、「
差
別
は
、

さ
れ
る
側
の
問
題
で
は
な
く
、
差
別
す
る

側
の
意
識
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
、
若
者

は
気
づ
い
て
い
る
。
人
と
の
関
わ
り
で
成

り
立
っ
て
い
る
社
会
の
中
で
、
相
手
を
ど

の
よ
う
な
人
か
見
る
時
に
、
何
を
『
軸
』

に
見
る
の
か
、
改
め
て
考
え
て
み
て
は
。」

と
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

塩
川
町
の
豊
か
な
自
然
・地
域
資
源
を
守
り
、
後
世
に
受
け
継
ぐ
た
め
に 

編      集 

区 総 務 部 

発行責任者 

上 澤  正 茂 
 

 

水
源
復
活
を
め
ざ
し
、
井
戸
掘
り
作
業
を
実
施 

宮
川
の
河
川
環
境
を
保
つ
た
め
、
保
全
作
業
実
施 

「
差
別
は
間
違
っ
て
い
る
」、
人
と
し
て
ど
う
生
き
る

こ
と
が
正
し
い
か 

第
二
回
人
権
問
題
学
習
会
開
催 

レ
ン
ゲ
で
農
地
を
豊
か
に 

休
耕
地
で
種
ま
き 
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塩
川
区
（
町
）
規
約
第
十
条
の
役
員
の

選
出
方
法
に
基
づ
き
、
来
年
度
の
役
員
が

選
出
さ
れ
ま
す
。 

十
一
月
十
八
日
の
第
二
回
隣
組
長
会
議

に
お
い
て
、
選
出
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。 

選
考
の
流
れ
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

① 
 

十
一
月
十
八
日
の
第
二
回
隣
組
長

会
議
に
お
い
て
役
員
選
出
に
つ
い
て

説
明 

② 

第
二
回
隣
組
長
会
議
の
後
、
隣
組
長

は
役
員
（
区
長
・
副
区
長
・
会
計
・

氏
子
総
代
・
公
民
分
館
長
は
全
区
内

か
ら
、
役
員
候
補
は
ブ
ロ
ッ
ク
内
か

ら
）
を
推
薦
し
、
提
出 

③ 

ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
選
出
さ
れ
た
選
考
委

員
会
に
よ
り
、
隣
組
長
か
ら
の
推
薦

結
果
の
集
計
を
も
と
に
、
役
員
候
補

者
を
選
出 

④ 

選
出
さ
れ
た
候
補
者
は
十
一
月
二
十

五
日
の
第
三
回
隣
組
長
会
議
に
お
い

て
報
告 

⑤ 

役
員
選
挙
：
十
二
月
二
日 

投
票 

は
午
前
七
時
か
ら
正
午
ま
で 

各
世

帯
一
名
に
よ
る
投
票 

⑥ 

開
票
は
同
日
午
後
一
時
か
ら
、
選
考

委
員
・
区
三
役
が
開
票
立
会
人
を
兼

務
し
開
票 

⑦ 

開
票
結
果
に
基
づ
き
、
区
三
役
が
選

出
者
に
報
告
し
、
就
任
を
依
頼 

開
票
結
果
の
役
員
選
出
名
簿
は
、
次
回

塩
川
タ
イ
ム
ズ
新
年
号
に
掲
載
し
ま
す
。 

  
 

大
祓
祭  

十
二
月
二
十
一
日
（
金
）
午
後
二
時
か

ら
熊
野
神
社
に
お
い
て
、
神
事
を
執
り
行

い
ま
す
。 

 

越
年
祭  

十
二
月
三
十
一
日
（
月
、
大
晦
日
）
午

後
十
一
時
三
十
分
か
ら
一
月
一
日
（
火
、

元
旦
）
午
前
二
時
ご
ろ
ま
で
、
熊
野
神
社

に
て
執
り
行
い
ま
す
。 

  

塩
川
町
恒
例
の
「
ど
ん
ど
焼
き
」
を
平

成
三
十
一
年
一
月
十
二
日(

土)

午
後
七
時

よ
り
行
い
ま
す
。(

雨
天
な
ど
の
場
合
、
翌

日
に
順
延
し
ま
す
。) 

（
＝
写
真
は
昨
年

の
様
子
） 

当
日
は
、
午
前
九
時
よ
り
子
ど
も
達
が

だ
る
ま
、
し
め
縄
、
門
松
、
正
月
飾
り
な

ど
を
集
め
に
ま
い
り
ま
す
。
だ
る
ま
の
底

ぶ
た(

石
膏)

や
飾
り
物
の
金
具
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
は
除
去
を
お
願
い
し
ま
す
。 

詳
し
い
ご

案
内
は
、
全

戸
に
お
配
り

す
る
チ
ラ
シ

ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ

い
。 た

く
さ
ん

の
皆
様
の
ご

参
加
、
ご
協

力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

  
            

十
一
月
十
日
と
二
十
五
日
の
朝
、
熊
野

神
社
境
内
に
お
い
て
、
毎
年
恒
例
の
農
家

組
合
主
催
の
農
産
物
直
売(

軽
ト
ラ
ッ
ク

市)

が
開
か
れ
ま
し
た
。（
＝
写
真
） 

開
催
当
日
は
、
毎
年
こ
の
直
売
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
方
々
が
朝
早
く
か
ら
境
内

に
た
く
さ
ん
訪
れ
、
お
目
当
て
の
野
菜
を

求
め
て
多
く
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
し 

                               

た
。
買
物
に

来
た
方
々
は
、

野
菜
の
料
理

の
仕
方
や
町

の

様

子

な

ど
、、
買
物
だ

け
で
な
く
、

思
い
思
い
の

会
話
も
楽
し

ん
で
い
ま
し

た
。 

   

今
後
の
行
事
・
事
業
の
お
知
ら
せ 

氏
子
総
代
よ
り
お
知
ら
せ 

ど
ん
ど
焼
き
に
つ
い
て 

今後の行事予定

12/2(日)
7:00～
12:00

区役員選挙投票

2(日) 13:00 区役員選挙開票

16(日) 7:00 公会堂清掃(97組)

20(木) 9:30 いずみの広場

21(金) 14:00 大祓祭

31(月) 23:30 越年祭

1/5(土) 18:00 定期総会

12（土） 19:00 どんど焼き

20（日） 7:00 公会堂清掃(98,99組)

20（日） 19:00 第一回隣組長会

31（木）
7:00～
9:00

第一回収納日

秋晴れの心地よい日に、みんなで運動して楽しみました 
～～ 11月 3日 楽しく体を動かそうよ大会開催 ～～ 

少し肌寒くなってきましたが秋晴れの 11 月３日文化の日、日野小学校
の体育館とグラウンドを会場に、年間体育行事の中で一大イベントの「楽
しく体を動かそうよ大会」が、63 名の区民の皆さんの参加により開催さ
れました。 
開会式会場の体育館には、区民の皆さんが続々と集まり始め、９時から
開会式を行いました。準備運動のラジオ体操終了後、５つのグループに
分かれ、「カローリング」や「ストラックアウト」、「キックターゲット」、
「スマイルボーリング」、「グラウンドゴルフ」などのニュースポーツを
楽しみました。 
午前中に競技は終了し、お昼からは公会堂に会場を移して表彰式を行
い、大勢の皆さんに豪華賞品が贈られました。競技の結果２位となりま
した上沢朱実さんからは「近い距離からやったのに、準優勝をいただい
て皆さんに申し訳ない。面白い運動ができて、楽しかった。」とコメント
をいただきました。表彰の後は懇親を深め、楽しい１日を過ごすことが
できました。大会結果上位は以下のとおりです。 

総合順位 
１位：牧 登志夫さん 88点 
２位：上沢 朱実さん 84点 
２位：堀内 嘉幸さん 84点 

種目別１位 
カローリング：坂本 喜夫さん 
ストラックアウト：堀内 嘉幸さん 
キックターゲット：天白 局女さん、
竹田 博行さん、牧 登志夫さん 

スマイルボーリング：小柳 光さん 
グラウンドゴルフ：牧 登志夫さん 

その他にも、大勢の皆さんが様々な賞
を受賞しました。皆さんお疲れ様でした。 


